
 

令和９年度 

専攻科学生募集要項 
 
 

入学者選抜日程 

推薦による選抜 

Web出願受付開始 令和 8年 4月20日(月) 

出願書類受付期間 令和 8年 4月22日(水) ～ 5月11日(月) 

選抜試験日 令和 8年 5月21日(木) 

合格者発表 令和 8年 5月29日(金) 

入学確約書提出期限 令和 8年 6月 5日(金) 

 

学力による選抜 

Web出願受付開始 令和 8年 5月18日(月) 

出願書類受付期間 令和 8年 5月20日(水) ～ 6月8日(月) 

選抜試験日 令和 8年 6月18日(木) 

合格者発表 令和 8年 6月26日(金) 

入学確約書提出期限 令和 8年10月 9日(金) 

 

社会人特別選抜 

Web出願受付開始 令和 8年 5月18日(月) 

出願書類受付期間 令和 8年 5月20日(水) ～ 6月8日(月) 

選抜試験日 令和 8年 6月18日(木) 

合格者発表 令和 8年 6月26日(金) 

入学確約書提出期限 令和 8年10月 9日(金)  

 

 

 

東京工業高等専門学校は、令和９年度入学生から、本科「総合工学科」（定員２００名）、専攻科

「総合工学専攻」（定員２５名）に改組する予定です。専攻科総合工学専攻については、独立行政

法人大学改革支援・学位授与機構に対し、令和８年４月に申請を行い、大学の学部に相当する教育

を行う課程としての認定を受ける予定です。なお、募集要項の内容に変更が生じる場合がございま

す。変更が決定しましたら、本校ホームページ上で周知しますので、ご確認をお願いします。 

 
 
 
 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 
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令和９年度 専攻科学生募集要項 

 

 

 １  アドミッション・ポリシー(入学者の受入れに関する方針) 

本専攻科では、学習・教育目標の国際化・複合化に対応できる技術者を育成することを目標に、

次のような入学者を求めます。 

(1) 工学の基礎を修得し、実践力、創造力、研究開発力の素養を有している人 

(2) さまざまな課題に主体的に取り組む意欲のある人 

(3) 自己表現や他者理解などを積極的に図ることができる人 

◇入学者選抜の基本方針 

上記アドミッション・ポリシーに合致した選抜方針としています。 

(1) 推薦による選抜 

出身高等専門学校長から推薦された志願者のうち、一定水準以上の基礎学力を身につけ、か

つ主体的・継続的な学習意欲とコミュニケーション能力を有し、本専攻科への入学意志が強

い志願者を選抜する。 

(2) 学力による選抜 

一定水準以上の基礎学力を身につけ、かつ主体的・継続的な学習意欲とコミュニケーション

能力を有する志願者を選抜する。 

(3) 社会人特別選抜 

企業などにおいて一定以上の在職期間を有し、一定水準以上の基礎学力を身につけ、かつ主

体的・継続的な学習意欲とコミュニケーション能力を有し、本専攻科への入学意志が強い志

願者を選抜する。 

 

 

 ２  募集人員 

 

    総合工学専攻  入学定員 ２５名   
 

プログラム 募集人員 

機械情報システム工学プログラム 10名程度 

電気電子工学プログラム 10名程度 

物質工学プログラム  5名程度 

 

 ３  選抜区分 

本校専攻科は特例適用専攻科に対応しています。修了時の学位取得の専攻区分は、（機械工学）     

（電気電子工学）（情報工学）（応用化学）で構成される専攻科になります。従って、本科におい

て上記４つの専攻区分に対応する専門学科（コース）の卒業生が受け入れ対象となります。 

 

プログラム 主な受入れ対象学科 

機械情報システム工学プログラム 機械工学科、情報工学科 

電気電子工学プログラム 電気工学科、電子工学科 

物質工学プログラム 物質工学科 

入学者の選抜は、｢高等専門学校長の推薦による選抜｣、｢学力による選抜｣、｢社会人特別選抜｣と

なります。 
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 ４  応募書類と提出された個人情報の利用範囲 

入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報、及び選抜に用いた試験成

績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料として利用するとと

もに、次の目的のためにも利用します。 

(1) 入学後の教育・指導 

(2) 入学料、授業料の免除申請の審査 

(3) 奨学金申請の審査 

(4) 教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究 

 

 

 ５  障害等を理由に合理的配慮の提供を希望する者の出願 

東京工業高等専門学校では、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」「文部科学省

所管事業分野における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針」及び、「独立行政法

人国立高等専門学校機構における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領」に則り、

障害等による支援ニーズのある学生に対して、受験上または修学上の合理的配慮の提供を行ってい

ます。 

入学者選抜において障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、早めに学生課教務係

までご相談ください。 

なお、合理的配慮の提供には準備に時間がかかることもあるため、入学願書提出期限の一か月前

を過ぎてからの相談及び申請では準備期間が短くなり、希望する合理的配慮を受けられず、安心し

て試験を受けられなくなる可能性があることに注意してください。 

必要に応じて、学生・生徒とその保護者及び、在籍する学校関係者に対して、相談された内容に

ついて質問する場合がありますが、合理的配慮に関する申請及び問い合わせ内容は入学者選抜の合

否判定には一切影響ありません。また、入学者選抜試験の公平性を担保するため、合理的配慮提供

の根拠となる資料の提出を求める場合があります。必要となる根拠資料に関しては、文部科学省「

障害のある学生の修学支援に関する検討会報告（第二次まとめ）」によって示されている、次の説

明資料等が該当します。 

（1）障害者手帳の種別・等級・区分認定 

（2）適切な医学的診断基準に基づいた診断書 

（3）標準化された心理検査等の結果 

（4）専門家の所見 

（5）出身学校等入学前の支援状況に関する資料 

(6) 本人が自らの障害の状況を客観的に把握・分析した説明資料等 

※根拠資料に関しては提出の要不要に関しても入試担当窓口までご相談ください。ご提出いただく

根拠資料としての要件を満たしているかどうか、担当係において確認いたします。満たしていな

い場合は、その理由を明示したうえで再提出を求めることがあります。 

〔お願い〕 

入学後に修学上の合理的配慮が必要な場合には、合理的配慮提供のための準備を十分に行うた

めに、出願前の可能な限り早い段階で「事前相談」を受けられることをお勧めします。入試後、

または入学後に合理的配慮に関して初めて申請なさると、修学に必要な支援を十分に受けられな

くなる可能性があります。 

なお、事前相談を受けられても、入学者選抜の合否判定には一切影響ありません。 

 

相談窓口 学生課教務係   （電話番号） ０４２－６６８－５１２７ 

（FAX） ０４２－６６８－５０９２  （MAIL） kyoumu@tokyo-ct.ac.jp 
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 ６  その他の注意事項 

(1）出願後に配付する「受験心得」をよく読んで試験会場においでください。会場では係員の指示

に従ってください。 

（2）受験者のための宿舎斡旋は行っていません。 

(3) 出願手続等、入学者選抜に関する事務については、すべて下記において取り扱います。 

〒193－0997 

東京都八王子市椚田町1220－2 

東京工業高等専門学校 学生課教務係 

電話 042－668－5127 

※祝祭日を除く月～金曜日  9：00～13：00 、 14：00～17：00  
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 高等専門学校長の推薦による選抜  

1．出願資格 
令和9年3月に高等専門学校を卒業見込みの者で、次の要件を満たす者。 

(1) 在籍する高等専門学校の校長が成績及び人物ともに優れていると認めて推薦する者 

(2) 本科 1 年～4 年の各学年の評価点を以下の算定式により算出し、本科 1 年～4 年の評価点の     

平均値が50以上の者 

【各学年の評価点の算定式】 

A＝100－100×(K－1)／(N－1) 

A：各学年の評価点 、 K：各学年末におけるクラス順位 、 N：各学年末におけるクラス人数 

(3) 入学者選抜の日から遡って2年以内に、TOEIC® Listening & Reading 公開テスト（以下「TOEIC

公開テスト」という。）において、400点以上のスコアを取得している者（TOEIC-IPテストは含

まない） 

 

2．出願手続 
Ｗｅｂ出願システムで出願手続を行い、入学検定料（１６，５００円）及び手数料等を納付の上、下

記の出願書類を本校学生課教務係へ期限までに一括して簡易書留郵便で提出してください。郵送の際

は宛先を手書きせず必ずＷｅｂ出願システムの宛名票を貼り付けてください。これらの手続が全て完

了すると、申込完了メールが届きますので、 そのメール受信をもって出願手続が完了となります。出

願手続を完了していないと受験できませんので注意してください。なお、令和8年5月15日（金）を

過ぎても申込完了メールが届かない場合は、本校入試窓口に問合わせてください。 

mirai-compass 出願ログイン ｜ 東京工業高等専門学校（東京都） 

 
Ｗｅｂ出願受付開始 令和8年4月20日（月） 

出願書類受付期間  令和8年4月22日（水）～令和8年5月11日（月）１６時必着 

(1) 出願書類 

出願書類 適     用 

調 査 書(※) 
本校所定の用紙を使用し、出身学校長が作成し厳封したものに限ります。調

査書とあわせて、成績証明書も添付してください。 

推 薦 書(※) 本校所定の用紙を使用し、出身学校長が作成し厳封したものに限ります。 

写 真 票 

Ｗｅｂ出願システムにより作成された写真票を印刷し、提出してください。 

利用する写真は、出願前３カ月以内に撮影した正面・上半身・脱帽・マスク

未着用・無背景のものとします。カラー・モノクロの別は問いません。 

英語能力に 

関する書類 

①選抜期日から起算して2年以内に取得したTOEIC公開テストの「デジタル

公式認定証」（TOEIC 申込サイトよりデジタル公式認定証の PDFをダウンロ

ードし印刷したもの）もしくは「公式認定証」（原本）を提出してください。

「公式認定証」（原本）を提出した場合は選抜試験当日に返却します。 

②（「デジタル公式認定証」を提出する場合のみ）TOEIC 申込サイトトップ

ページの[テスト結果]の右下にある[大学・企業等へのスコア提出]をクリッ

クし、提出先団体選択で申請コード“00032601”(東京工業高等専門学校学生

課）を入力し、提出する公開テストのスコアを選択の上、提出してください。 

＊提出方法の詳細は以下を参照すること 

https://www.iibc-global.org/toeic/test/lr/guide04/score2.html 
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その他 
現に日本国内に在住する外国人は、次の2点を提出してください。 

①市区町村長の発行する「住民票」 

②「在留カード」両面の写 

(※)調査書、推薦書は、本校Ｗｅｂサイトからダウンロードし、Ａ４縦置きで印刷したものを使用し

てください。 

(2) 出願に際しての注意事項 

① 出願書類等が不備なものは受理しません。 

② 出願書類提出後は、記載事項の変更は一切認めません。 

③ 受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。 

④ 提出した出願書類に事実と異なる記載があった場合は、入学後であっても入学を取り消すこと

があります。 

 

3．選抜方法 

選抜は、以下の資料を総合して判定します。 

 調査書 

 推薦書及び面接試験（口頭試問を含む）結果 

 

評価割合（計100％） 

 「調査書」：40％ 

 「推薦書及び面接試験」：60％ 

 

選抜日程等 

試 験 日 時  間 科目等 出題分野・内容等 

令和 8年 5月21日(木) 1名20分程度 面 接 
 人物評価 

口頭試問※ 

なお、入学者選抜試験の詳細については、出願後に配付する「受験心得」でお知らせします。 
※ 口頭試問は、希望するプログラム分野に関する専門知識を確認する試験になります。 

 

4．合格発表 
 令和8年5月29日(金)に簡易書留郵便で本人及び在籍学校長宛に合否結果の文書を発送します。 

 本校ホームページへの掲載、学内での掲示は行いません。また、電話による合否の問合せには一切応

じません。 

 

5．入学確約書の提出  
合格通知を受けた者は、令和8年6月5日(金)までに入学確約書を提出してください。 

期限までに提出しない者は、本校への入学の意志がないものとして取扱います。 
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 学力による選抜  
 

1．出願資格 

入学者選抜の日から遡って2年以内にTOEIC® Listening & Reading 公開テスト（以下「TOEIC公

開テスト」という。）において400点以上のスコアを取得している者（TOEIC-IPテストは含まない）

で、かつ次のいずれかに該当する者 

(1)高等専門学校を卒業した者又は令和9年3月に卒業見込みの者 

(2)高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程を修了

した者又は令和9年3月に修了見込みの者のうち、学校教育法第58条の2（同法第70条第1項

及び第82条において準用する場合を含む。）の規定により大学に編入学することができる者 

(3)専門職大学の前期課程を修了した者又は令和9年3月に修了見込みの者 

 (4)短期大学を卒業した者又は令和9年3月に卒業見込みの者 

(5)専修学校の専門課程を修了した者又は令和 9 年 3 月に修了見込みの者のうち学校教育法第 132

条の規定により大学に編入学することができる者 

(6)外国において、学校教育における14年の課程を修了した者又は令和9年3月までに修了見込み

の者 

(7)外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における14年の課程を修了した者又は令和9年3月までに修了見込みの者 

(8)我が国において、外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における14年の課

程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者又は

令和9年3月までに修了見込みの者 

(9)その他、専攻科において高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者 

 

2．出願手続 
Ｗｅｂ出願システムで出願手続を行い、入学検定料（１６，５００円）及び手数料等を納付の上、下

記の出願書類を本校学生課教務係へ期限までに一括して簡易書留郵便で提出してください。郵送の際

は宛先を手書きせずに、必ず Ｗｅｂ出願システムの宛名票を貼り付けてください。これらの手続が全

て完了すると申込完了メールが届きますので、そのメール受信をもって出願手続が完了となります。出

願手続を完了していないと受験できませんので注意してください。なお、令和8年6月12日（金）を

過ぎても申込完了メールが届かない場合は、本校入試窓口に問合わせてください。 

mirai-compass 出願ログイン ｜ 東京工業高等専門学校（東京都） 

 
Ｗｅｂ出願受付開始 令和8年5月18日（月） 

出願書類受付期間  令和8年5月20日（水）～令和8年6月8日（月）１６時必着 

 (1) 出願書類 

出願書類 適     用 

調 査 書(※) 

本校所定の用紙を使用して出身学校長又は学長が作成し、厳封したものに限り 

ます。調査書とあわせて成績証明書も添付してください。 

出願資格(5)により出願する者は、以下の書類も併せて提出してください。 

 専修学校が発行する修業年限2年以上で、かつ、修了に必要な総授業時数が

1,700時間以上の専門課程を修了したことを証明する証明書 

 専修学校の専門課程の学科の分野や履修内容が確認できる書類 

出願資格(2)～(9)により出願を希望する者は、出願資格等を確認しますので、

必ず令和8年4月17日（金）までに本校学生課教務係へ照会してください。 
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写 真 票 

Ｗｅｂ出願システムにより作成された写真票を印刷し、提出してください。 

利用する写真は、出願前３カ月以内に撮影した正面・上半身・脱帽・マスク未

着用・無背景のものとします。カラー・モノクロの別は問いません。 

英語能力に 

関する書類 

①選抜期日から起算して2年以内に取得したTOEIC公開テストの「デジタル公

式認定証」（TOEIC 申込サイトよりデジタル公式認定証の PDFをダウンロー

ドし印刷したもの）もしくは「公式認定証」（原本）を提出してください。「公

式認定証」（原本）を提出した場合は選抜試験当日に返却します。 

 

②（「デジタル公式認定証」を提出する場合のみ）TOEIC 申込サイトトップペ

ージの[テスト結果]の右下にある[大学・企業等へのスコア提出]をクリック

し、提出先団体選択で申請コード“00032601”(東京工業高等専門学校学生課）

を入力し、提出する公開テストのスコアを選択の上、提出してください。 

＊提出方法の詳細は以下を参照すること 

https://www.iibc-global.org/toeic/test/lr/guide04/score2.html 

その他 
現に日本国内に在住する外国人は、次の2点を提出してください。 

①市区町村長の発行する「住民票」 

②「在留カード」両面の写 

(※)調査書は、本校Ｗｅｂサイトからダウンロードし、Ａ４縦置きで印刷したものを使用してくださ

い。 

(2) 出願に際しての注意事項 

 出願書類等が不備なものは受理しません。 

 出願書類提出後は、記載事項の変更は一切認めません。 

 受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。 

 提出した出願書類に事実と異なる記載があった場合は、入学後であっても入学を取り消すこと

があります。 

 

3．選抜方法 

 選抜は、以下の資料を総合して判定します。 

 学力検査(数学)の成績 

 英語能力 TOEIC公開テストスコアの換算点 

 面接試験(口頭試問を含む)結果 

 

評価割合（計100％） 

 「学力検査（数学）」：30％ 

 「英語能力」：30％ 

 「面接試験」：40％ 

選抜日程等 

試 験 日 時  間 教科等 出題分野・内容等 

令和 8年 6月18日(木) 

60分 数 学 
微分積分(1変数、2変数、 

微分方程式を含む)、線形代数 

1名20分程度 面 接 
・人物評価 

・口頭試問※ 

なお、入学者選抜試験の詳細については、出願後に配付する「受験心得」でお知らせします。 
※ 口頭試問は、希望するプログラム分野に関する専門知識を確認する試験になります。 
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TOEICテストのスコアの換算について 

 入学者選抜試験日から起算して、2年以内に取得したTOEIC公開テストのスコアを以下の換算式

により100点満点に換算します。100点以上になる場合は100点とします。(小数点以下切り捨

て)  

 換算式   TOEIC公開テストスコア × 1／5 － 20 ＝ 換算点 

   (換算例) 

TOEIC 公開テストスコア 400点 450点 500点 550点 600点以上 

換 算 点 60点 70点 80点 90点 100点 

 

4．合格発表 
 令和 8 年 6 月 26 日(金)に、簡易書留郵便で本人宛に合否通知文書を発送しますので、到着は 1～2

日後となります。 

 本校ホームページへの掲載、学内での掲示は行いません。また、電話による合否の問合せには一切

応じません。 

 

5．入学確約書の提出 
合格通知を受けた者は、令和8年10月 9日(金)までに入学確約書を提出してください。期限まで

に提出しない者は、入学の意志がないものとして取扱います。 
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 社会人特別選抜  
 

1．出願資格 

出願時において企業等での在職期間が 1 年以上であり、選抜の日から遡って 2 年以内に TOEIC® 

Listening & Reading 公開テスト（以下「TOEIC公開テスト」という。）において400点以上のスコア

を取得している者（TOEIC-IPテストは含まない）で、かつ次のいずれかに該当する者 

(1)高等専門学校を卒業した者 

(2)高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の課程を修了

した者のうち、学校教育法第58条の 2（同法第 70 条第 1項及び第 82条において準用する場合

を含む。）の規定により大学に編入学することができる者 

(3)専門職大学の前期課程を修了した者 

 (4)短期大学を卒業した者 

(5)専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第 132 条の規定により大学に編入学するこ

とができる者 

(6)外国において、学校教育法における14年の課程を修了した者 

(7)外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、当該外国

の学校教育における14年の課程を修了した者 

(8)我が国において、外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における14年の課

程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

(9)その他、専攻科において高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者 

 

2．出願手続 
Ｗｅｂ出願システムで出願手続を行い、入学検定料（１６，５００円）及び手数料等を納付の上、下

記の出願書類を本校学生課教務係へ、期限までに一括して簡易書留郵便で提出してください。郵送の際

は宛先を手書きせず、必ずＷｅｂ出願システムの宛名票を貼り付けてください。これらの手続が全て完

了すると申込完了メールが届きますので、 そのメール受信をもって出願手続が完了となります。出願

手続を完了していないと受験できませんので注意してください。なお、令和8年6月12日（金）を過

ぎても申込完了メールが届かない場合は、本校入試窓口に問合わせてください。 

mirai-compass 出願ログイン ｜ 東京工業高等専門学校（東京都） 

 
Ｗｅｂ出願受付開始 令和8年5月18日（月） 

出願書類受付期間  令和8年5月20日（水）～令和8年6月8日（月）１６時必着 

 

 (1)出願書類 

出願書類 摘        要 

調 査 書(※) 

本校所定の用紙を使用し、出身学校長又は学長が作成し、厳封したものに限り

ます。調査書とあわせて、成績証明書も添付してください。 

出願資格(5)により出願する者は、以下の書類も併せて提出してください。 

 専修学校が発行する修業年限2年以上で、かつ、修了に必要な総授業時数が

1,700時間以上の専門課程を修了したことを証明する証明書 

 専修学校の専門課程の学科の分野や履修内容が確認できる書類 

出願資格(2)～(9)により出願を希望する者は、出願資格等を確認しますので、

必ず令和8年4月17日（金）までに本校学生課教務係へ照会してください。 
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写 真 票 

Ｗｅｂ出願システムにより作成された写真票を印刷し、提出してください。 

利用する写真は、出願前３カ月以内に撮影した正面・上半身・脱帽・マスク未

着用・無背景のものとします。カラー・モノクロの別は問いません。 

英語能力に 

関する書類 

①選抜期日から起算して2年以内に取得したTOEIC公開テストの「デジタル公

式認定証」（TOEIC 申込サイトよりデジタル公式認定証の PDFをダウンロード

し印刷したもの）もしくは「公式認定証」（原本）を提出してください。「公

式認定証」（原本）を提出した場合は選抜試験当日に返却します。 

②（「デジタル公式認定証」を提出する場合のみ）TOEIC 申込サイトトップペ

ージの[テスト結果]の右下にある[大学・企業等へのスコア提出]をクリック

し、提出先団体選択で申請コード“00032601”(東京工業高等専門学校学生課）

を入力し、提出する公開テストのスコアを選択の上、提出してください。 

＊提出方法の詳細は以下を参照すること 

https://www.iibc-global.org/toeic/test/lr/guide04/score2.html 

実務経験報告 

及び志望理由 

次の項目に関して1,200字程度でA4用紙1枚に、word等で作成してください。 

1．実務経験について 

①どんな仕事に、どう取り組み、どのような成果を出したのか。数字で計れる成

果の場合は、具体的な数字や相対比較で記載すること。 

②どんな経験・スキルを持ち、何ができるのか。 

③資格を取得した場合、どういった理由で取得しようと思ったのか。また「業務

上資格が必要」という場合にも、その旨がわかるよう書くこと。 

2．志望の理由等 

①プログラム志望理由。実務経験と志望動機との関連がある場合、その点も述べ

ること。 

②そのプログラムの学習・研究を通じて何を得たいのか。 

③専攻科修了後、成果を将来どのように活かすのか。これから先何を目指すのか｡ 

職務経歴書(※) 本校所定の用紙を使用し、職務経歴書を作成してください。 

出願承諾書(※) 
【企業に在籍のまま入学を希望する者のみ】 

 本校所定の用紙を使用し、所属長が作成してください。 

そ の 他 
現に日本国内に在住する外国人は、次の2点を提出してください。 

①市区町村長の発行する「住民票」 

②「在留カード」両面の写 

(※)調査書、職務経歴書、出願承諾書は、本校Ｗｅｂサイトからダウンロードし、Ａ４縦置きで印刷

したものを使用してください。 

(2) 出願に際しての注意事項 

 出願書類等が不備なものは受理しません。 

 出願書類提出後は、記載事項の変更は一切認めません。 

 受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。 

 提出した出願書類に事実と異なる記載があった場合は、入学後であっても入学を取り消すことが

あります。 

 

3．選抜方法 
入学者の選抜は、実務経験報告及び志望理由、調査書及び希望プログラム別で行う「面接試験（口

頭試問を含む）」の結果を総合して判定します。 
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選抜日程等 

試 験 日 時  間 科目等 出題分野・内容等 

令和 8年 6月18日(木) 1名20分程度 面 接 
・人物評価 

・口頭試問※ 

なお、入学者選抜試験の詳細については、出願後に配付する「受験心得」でお知らせします。 
※ 口頭試問は、希望するプログラム分野に関する専門知識を確認する試験になります。 

 

4．合格発表 
 令和 8 年 6 月 26 日(金)に、簡易書留郵便で本人宛に合否通知文書を発送しますので、到着は 1～2

日後となります。 

 本校ホームページへの掲載、学内での掲示は行いません。また、電話による合否の問合せには一切応

じません。 

 

5．入学確約書の提出 
合格通知を受けた者は、令和8年10月 9日(金)までに入学確約書を提出してください。 

期限までに提出しない者は、入学の意志がないものとして取扱います。 
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東京工業高等専門学校専攻科案内 
 

１．総合工学専攻 ディプロマ・ポリシー（修了の認定に関する方針） 
(A)技術と地球環境や社会との関係や異なる文化・社会を理解し、技術者に求められる倫理観と的確

な行動規範を備え、責任感を持って社会に主体的に関わることができる 

(B)言語や情報、データを活用し、他者と協調しつつ積極的にコミュニケーションできる能力を身に

つけ、グローバルな視野に立って、異なる分野、背景を持つ人々と協働することができる 

(C)自然科学系の一般科目で培われた基礎学力と専門分野の広範で実践的な知識・技能を修得し、様

々な課題解決のために活用できる実践力、創造力、研究開発能力を身につけている 

(D)生涯にわたって健全な心身を維持し、自ら学び続ける姿勢を持ち、社会の変化に柔軟に対応し課

題に挑戦し続ける力を身につけている 

総合工学専攻は、3 プログラムで構成し、総合工学専攻ディプロマ・ポリシーに基づき、以下の

方針で教育を行う。 

【機械情報システム工学プログラム】 

主として機械工学および情報工学の複合領域からなる機械情報システム工学（メカトロニクス

・ロボティクス、計測、システム制御、材料・熱・流体・機械の力学、材料の加工、機械の設計

と製作、計算機、信号処理、情報通信、知識工学）に関わる専門基礎知識を有し、他分野の知識

を組み合わせて、新しい価値を生み出すことができる実践力、創造力、研究開発能力を身につけ

ている 

【電気電子工学プログラム】 

主として電気電子工学（電子回路、ディジタル回路を含む電気回路、および情報処理、各種通

信、制御技術、電力、電子物性とこれらを応用したデバイス）に関わる専門基礎知識を有し、他

分野の知識を組み合わせて、新しい価値を生み出すことができる実践力、創造力、研究開発能力

を身につけている 

【物質工学プログラム】 

主として物質工学（物理化学、無機化学、有機化学、分析化学、生物化学、化学工学）に関す

る専門基礎知識を有し、他分野の知識を組み合わせて、新しい価値を生み出すことができる実践

力、創造力、研究開発能力を身につけている 

２．専攻科の特別研究と研究テーマについて 
専攻科の特別研究は、特例適用専攻科の学修総まとめ科目として位置付けています。学修総まとめ

科目 （特別研究）は、学士課程4年間に相当する教育課程（本科4，5年及び専攻科1，2年）にお

いて行った学修を総括する科目であることから、特別研究を合格することを専攻科修了の最終的な要

件としています。 

また、学位申請ではプログラムごとに専攻区分が決められているため、その区分の中で指導教員の

研究内容に応じて特別研究の研究テーマは決められています。研究テーマは本校のWebシラバスより

確認することができます。よって、自分が取り組みたい研究テーマを、プログラムごとに設定された

研究テーマ（個表と呼ぶ）から選ぶことになります。ただし、他プログラムの研究テーマを選ぶこと

はできませんし、個表に対応する指導教員の研究室の状況によっては希望できない場合もあります。 

３．学位の取得 
本校専攻科は、平成27年度より大学改革支援・学位授与機構（以下「学位授与機構」という）から、

特例適用専攻科（学士の学位の授与に係る特例の適用認定を受けた専攻科）として認定を受けており、

改組後の「総合工学専攻」についても現在認定申請を行っております。特例適用では、学位授与機構

の試験が免除され、学校が専攻科修了見込み者全員分をまとめて学位授与機構に申請し、一括審査さ

れることになります。審査に合格した者は専攻科修了時に学士（工学）の学位を取得することができ

ます。学位授与機構で審査される項目は次のとおりです。 

①学位授与機構の定める修得単位に関する基準を満たしているか。 

②学修総まとめ科目（本校では「特別研究」）において、学士課程4年間に相当する学修の総括が

行われ学士の学位の授与に値する学修の成果が得られているか。 
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尚、本特例適用が適用されるには、「特例適用認定校」からの進学者で、認定された教育課程を修了

し、本科4・5年次の単位修得科目が本校の同区分学科4・5年生に読み替え※ができる場合のみとなり

ます。特例適用が適用できない場合は、学位授与機構の学位認定試験を受ける方法（学位授与機構の 

「新しい学士への途」を参照）で学位を取得することになります。 

※特例適用の修得科目の読み替えについては、入学確約書提出後に行います。 

４．入学時に必要な経費 
 (令和8年度入学生実績) 

種 別 金 額 備     考 

入 学 料 84,600円 入学手続き時に納入する。  

授 業 料 
117,300円 

(前期分) 
年額234,600円を2期に分けて納入する。（一括納入も可能） 

教 科 書 代 約40,000円 各プログラムにより別途指定する。 

注1) 入学料、授業料については、高等専門学校機構本部からの通知により金額が改正される場合があり

ます。 

注2) 在学中に授業料改正が行われた場合は、改正時から新授業料が適用されます。 

５．学料または授業料の免除（減免）及び徴収猶予について 
入学料または授業料の免除（減免）及び徴収猶予は、「(1)文部科学省発令の高等教育の修学支援  

制度」、「(2)独立行政法人国立高等専門学校機構による制度」の2通りがあります。 

(1)文部科学省発令の高等教育の修学支援制度について 

令和2年度から文部科学省により開始された新しい修学支援制度です。採用された場合、入学料

・授業料の減免及び給付奨学金が支給されます。なお、令和7年度より多子世帯（生計維持者の扶

養する子どもが３人以上いる世帯）への支援が拡充され、所得制限なく授業料が無償となります。

ただし、多子世帯の区分で採用された場合、給付型奨学金の支給はありません。 

【対象世帯】 

住民税非課税及びそれに準ずる、以下のいずれかの区分に該当する世帯が対象となります。 

第Ⅰ区分：本人と生計維持者の市町村民税所得割が非課税であること 

第Ⅱ区分：本人と生計維持者の支給算定基準額の合計が100円以上25,600円未満であること 

第Ⅲ区分：本人と生計維持者の支給算定基準額の合計が25,600円以上51,300円未満であること 

第Ⅳ区分：本人と生計維持者の支給算定基準額の合計が51,300円以上154,500円未満であること 

多子世帯：所得制限なし 

※1 上記、家計基準の他に学力基準があります。また外国籍の方は在留資格に制限があります。 

詳しい内容は以下日本学生支援機構のホームページをご確認ください。 

（日本学生支援機構ホームページ） 

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kyufu/shikaku/zaigaku.html 

 
※2 減免・支給額は区分により異なります。所得基準を満たすかどうかは、上記、日本学生支援

機構のホームページに掲載されている「進学資金シミュレーター」でおおよその確認ができ

ます。 

(2)独立行政法人国立高等専門学校機構による制度について 

①入学料の免除 

（災害等による入学料免除）  

[1] 入学前１年以内において、学資負担者が死亡した場合又は入学者若しくは学資負担者が風

水害等の災害を受けた場合 
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[2] 前号に準ずる場合であり、かつ、校長が相当と認める事由がある場合 

（私費留学生に対する入学料免除） 

経済的理由によって入学料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者 

（その他特別な事由の場合） 

入学料を免除することが相当と認められる事由がある場合 

②入学料の徴収猶予 

[1] 経済的理由によって納付期限までに納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場合 

[2] 入学前１年以内において、学資負担者が死亡した場合又は当該入学者若しくは学資負担者が

風水害等の災害を受け、入学料の納付期限までに納付が困難であると認められる場合 

[3] その他やむを得ない事由があると認められる場合 

③授業料の免除 

（災害等による授業料免除）  

[1] 授業料の各期の納付期限前６月以内（新入学生に対する入学した日の属する期分の免除に

係る場合は，入学前１年以内）において、学資負担者が死亡した場合又は学生若しくは学資

負担者が風水害等の災害を受けた場合 

[2] 前号に準ずる場合であり、かつ、校長が相当と認める事由がある場合 

（私費留学生に対する授業料免除） 

経済的理由によって授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場合 

（その他特別な事由の場合） 

[1] 授業料の各期の納付期限前６月以内において、学資負担者の失職等により著しい家計の急

変があった場合  

[2] その他授業料を免除することが相当と認められる事由がある場合 

④授業料の徴収猶予 

[1] 経済的理由によって納付期限までに納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場合 

[2] 当該学生が行方不明の場合 

[3] 学資負担者が死亡した場合又は学生若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けたことに

より、納付が困難と認められる場合 

[4] その他やむを得ない事由があると認められる場合 

(1)、(2)の申請希望者は入学前に改めて申請の手続きを配付しますのでそちらをご確認ください。 

６．奨学金制度 
日本学生支援機構の規定に基づき、学業・人物ともに優れ、かつ健康であって学費の支弁が困難と

認められる者に対し、本人の申請に基づき、選考のうえ奨学金が給付または貸与される制度がありま

す(高専在学中に日本学生支援機構から奨学金を受けていても、改めて申し込むことになります) 

７．その他 
ご不明な点等については、以下連絡先までお問い合わせください。 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 東京工業高等専門学校 
【連絡先】 〒193-0997 東京都八王子市椚田町1220-2 

  電話（042）668－5127〔学生課教務係〕 
※受付時間 祝祭日を除く月～金曜日9：00～13：00 ， 14：00～17：00 

 


